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4)カテーテル菌血症の現状と対策
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近年き医療の高度化をこと鮎ない菌血症が増加Lている.
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あり遷3,最近増加Lた血液培養分解菌と--致Lてら､る.

また,当第二内科における菌約も症症例転官1那覇ごよを日9緋
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院内感毅と対策

年までの5隼問に 比し,1981年より且985年 までの最近

5年間で3倍に 増加し,最初の5年間は M.且%であっ

たカテ-テル留置例が,最近5年間は 65.(棚 をこ増加 し

ている望).

い､巨1結甘い).最舟rl苗E侶汗一増加汗血/71鴇照1)'.Ll)-;-I

テルに よる院内感染が主観であると考えられる書そこで

今回我増再怠学血管内留殴カテ--テル汚染例の分離薗予臨

床的背鼠 汚染経路,予後に -純､て検討 した,

対 象

1粥連年より逢988年までの新潟大学医学部附属病院第

二内科入院患者で,血管内留置プ3テ一一テルより菌の検出

されfJ"男ま9例言象-8例,計27例 (のベ3封輔 を対象とし

た.これら瑚走例の平均年令は56.63±且3.2魂才で,複

数薗検出例は転倒であ-)た.

結 果
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症例を全身的な炎症所見ありとし カテ---テルよりa)分

離薗ごとの全身的な炎症所見の有無を検討するとちS,
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次に苧汚染経絡およびかデー-テルが汚染 された級の感

毅を検討するため,これ6-)瑚 宗例をこおける同一菌の髄部

位よさ'揮う娩出状況を検討 Lた (寮 慧上 穿刺部よをW63---
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液培養で同一菌が検出されていた.曙嬢からはきSサa･汐留貰搭
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ま た , 関 沢 S A が 血 液 培 養 で 検 出 き れ た 1 例 に つ い て 1

輸 液 回 路 の 各 部 位 で 培 養 を 施 行 し た 平 素 例 は , 左 右 の 鼠

径 部 に け透 析 滞 ∃ か ㌢ -- テ ル が 留 置 さ れ 1 本 は 商 カ 口 車 --

輸 液 の た 瑚 射 貫著 さ れ て も 雄 二サ 培 養 が:j結 鼠 - バ リ ン コ ネ

jJ タ - 2 ケ 酢 透 析 回 路 ニj ネ タ タ - レ2 ケ 軌 望 審 aM 3 テ --

テ ル の 発 端 , 鼠 径 部 ガ - ゼ 下 層 よ り M 圭菰S A が 検 出 さ

れ チ こ れ 6-)が凋 5位 お よ び 血 液 培 務 よ り 鱗 kjJlき れ た M 況 S A

の =I ア グ ラ - ゼ 塾 長咽 ま す べ て ‡音 型 で あ --) た . こ び減 首鼠

審 例 は 輸 液 Uwlj 絡 瑚 与 東 をこ よ る か テ --テ ル 繭 量鮎 症 で あ る と

考 え ら れ た サ

テ ル 抜 去 後 抗 生 剤 が 使 用 さ れ た 症 例 は 望 望 例 で や う ､机 7 例

は 除 菌 さ れ 亨 5 例 は 死 亡 し た . 抗 生 剤 研 敵 欄 さ れ な か -諺

た 症 例 は 33 例 で ァ 除 菌 12 軌 死 亡 且 例 で あ っ た . 合 計 す

L-.､∵ 辛 ､十 卜表 p卜

考 察

近 年 亨 医 療 の 高 度 化 に と 獲) な い 菌 血 症 が 増 加 L て い る

那 , こ げ)主 な 原 関 は 血 管 内 留 置 か テ -- テ ル 汚 毅 に よ る 院

内 感 簾 で あ る と 考 え ら れ る 申 こ の こ と は ｡ 菌 血 症 に し め

る 血 管 内 留 置 -]･3 テ - テ ル 級 用 例 の 増 紬 増 加 L て い る 血

液 培 養 分 解 菌 と カ テ ー- テ ル よ り の 分 解 菌 が …-致 し て い る

こ と よ り 明 E～)か で あ る . 剰 司 我 々 は , 院 内 感 漁 で あ る カ

r川 南 . U N 二十 r: . /∫,･t･(･f/!'!p,ヾ ㍉ j -~辛 .:L∴ ･, 二 十 '‥ ､､ ∴､

ち , S . aiW eu,S は 血 中 か ら も 半 数 上土 を二検 出 さ れ 全 身 的

な 炎 症 所 見 転 大 多 数 の 症 例 で 明 だ) か で あ 1 た . 澄 た , 分

離 さ れ た S . m iir,ei/iS 15株 oう う ち 且3殊 が 高 度 耐 性 がう M R I

S A で あ り た こ と は き こ れ だ) が 院 内 感 熱 で あ っ た こ と を

上 し 一 十 十 r: て∴ :･二日 . . lL:-. し､＼ 上 /∴ ./il(川 /i､＼ し斗 iⅠ

で あ り き 半 数 の 症 例 で 全 身 的 な 炎 症 所 見 は 認 め ら れ ノな か っ

た 中 にニN S の 場 合 ア カ テ -膏 -ル 抜 去 時 U)皮 膚 か ど) の 汚 染

で あ っ た 可 能 性 も あ る . E l faecaiis は 起 衆 性 に 疑 問 の

あ る 菌 で 鮎 あ り , こ の よ う な 結 果 と な っ た か も L れ な い .

裏 嶺 血管留置かテ-テル汚染例の予後

廿 上 村明 し17.Ir･}

ほう カテ､-テル抜去後抗吐剤使用例

牛 存 17桝 ETT∴し 1･･

互 i-_L l,li･り i2.i.7;㌔)

(3) カテ ---テ ル 抜 去 後抗獲剤非使1号3例

'l:L L二･一 1 榊 i: 7 .7.-

(且9鋼 - 且988 , 新 潟 大 学 医 学 部 第 二 内 科 )

裏 5 カ テ - テ ル 菌 血 症 の 精 巣 経 路

日 ) 都 丸 都 度 鳳 よ り の 汚 染

組 カ テ - テ ル 挿 九 時 の ノ不 潔 操 作

b カ テ - テ ル 挿 入 都 制 詣 潔 管 デモ重要の 不 徹 底

ほ j 輸 液 拒豆3錆 び)汚 染

管 と葺 等 をこ よ る 連 結 部 の 汚 染

は ) 毒 力 rZ E巨 輸 液 の が3史

い ず れ に L ろ 9 こ れ ら 約 蘭 が カ テ --テ ル よ り 検 出 さ れ た

鳩 舎 , 単 な る カ テ - テ ル 卵 汚 染 孤 射 こ と ど 護 -,)て い る 可

能 性 私 あ り , 全 身 的 な 擬 症 所 見 o凋 調 書韓 を 検 討 L て 治 療 す

∫:､･-L 1:'∴ ∴ ′■､∴LF. 一十 . 1㌦ 早 目 シり∴ 帖 (･Lt. ll■射 三二L l･:Li

よ t,/3橡 とむ毒さ れ た 症 例 は 菌 血 症 が 証 明 さ れ た 症 例 で あ り 予

暗 礁 , 尿 よ り 検 出 さ れ た 症 例 は 敗 血 症 と な り , 他 臓 器 -

の 感 染 が 認 ガ) ど)わ ,た 症 例 で あ る と 考 え に)斬 る .

留 匿 口 数 と 丸 子 --テ ル の 種 類 , 留 置 部 位 と の 関 係 で は ,

五和 カ ブ -- テ 恥 と 透 析 用 か テ -- テ ル で は 有 意 な 差 は 認

ル 留 置 別 製3欄 jOう う 現 7例 , 12 ,7,Oi uM 積 率 で 菌 血 症 が 認

め ら れ て い る 536) こ げ)理 由 tvと L て は , 透 析 FTu プ チ - チ

ル U)外 径 が 2 .7m 71 と 太 い た め 鼠 径 部 に 留 置 さ れ る こ

と が 多 い こ と , 澄 た カ テ 一 一テ ル 内 に 約 滴 を 吸 引 す る た め

内 部 で 凝 私 を お こ し や す い こ,と 予 さ に最 こ カ テ --テ ル が 多

孔 性 で あ る た め 9 カ テ -- チ ル ト某騨 二腐 挽 塊 が 発 生 L て 私 気

付 く の か 遅 れ そ の ま ま 陳 用 し て L 波 う こ と が 多 い な ど

が 考 え だ〕れ る . 長 期 間 カ テ - テ ル を 留 置 し た 磯 合 , 凝 好日

塊 が 発 生 し 易 く , こ れ が 感 染 の 原 を薫 と な る こ と は 柳 k)顔

で あ る 7㌧ 留 置 部 位 と 釣 関 係 で は , 旭 で 鮎 指 摘 さ れ る f与1

よ 机 二手 鼠 径 部 は 鎖 骨 部 に 比 し ヲ 有 意 に 早 く 汚 染 さ れ て

い た ゎ 当 科 で は , 外 径 cJ7)太 い 透 析 用 か テ-- ･テ ル を 使 用 す



院内感染と対策

ることが多いうえ,呼吸器疾患などでは気胸を轡威 して

鼠径部をニカテ-テルを留置する機会が多いが,今後検討

されるべき課題である.

今回の検討でも明らかようをこ,カテ--テル菌血症の汚

淡経絡は,皮膚の穿刺部位よりOj汚毅が巌も多いと考え

琵ブれる.かつては消毒剤としてクロル-キシシソ (虻ビ

デ沼 が使用され,本刑をこ抵抗性C)P激動mmms甜画 a

カテ---テル挿Å時の汚免は減少したが,留置後の皮膚の

清潔管理が不徹底であることも多い.また,皮膚疾患な

どで穿刺部a)消毒が十分に行われず,カテ叫-サ ルを弛部

位にいれかえてもカテ --テル菌血症を繰り返す例など卑〕

時に経験される.この他 瑚 専 染 経 路 と し て 払 管 注 など

をこよる輸液回路の汚染甘露 か コ リ - 輸 液 内 で の 轟 菌 な ど

による汚染が考えられる (泰 郎 .

消毒剤を十分な時間作用させた後をこ, 酒 轟 な 操 作 で カ テ ---

テルを挿Åすること.2)留置後も穿 刺 部 周 辺 の 皮 膚 を

頻回に消毒すること.3)上部輸液回路 は 頻 回 をこ 交 換 す

ること平射 ミリポアブすルタ-を管注部よ り 下 流 に 装

窟すること.5)高カロリ--輸液の抜き取り培 養 検 査 を

行 うことなどが必要である軌 最も大切なことは ァ 長 期

間カテーテルを留置Lないことである.

最後をこ予後について検討すると声全体a)82.9%が 除

菌されていた血炎症所見を認めた時は,畢期をこプ3テ-チ

ルを抜去 し,血液などで菌を検出した症例,抜去後転下

勲 Lない症例などをこ対 して適切な抗生剤を使用すれば,

foc脳 の除去が容易なだ削二子襖は比較的良好である.
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